
文
化
大
革
命

に

つ
い
て
は
、
中
国
共
産
党

中
央

に
よ
る
歴
史
的
政
治
的
総

括
と
し

て
、

一
九
八

一
年
六
月
二
七
日
、
中
共
第

=

期
第
六
回
中
央
委

員
会
全
体
会
議
を
通
過
し
た

〔美
干
建
国
以
来
党
的
若
干
厨
史
同

題
的
決

波
〕
が
あ
る
。
中
国

で
の
文
革
研
究
及
び
文
革

へ
の
言
及
に
お
け
る
文
革

評
価
は
、
基
本
的

に
こ
の

〔決
波
〕

の
精
神
に
則

っ
て
い
る
と
言
え
る
。

本
文
巻
末
に
紹
介
さ
れ
る
金
春
明
等

「
"文
革
"
時
期
怪
事
怪
語
」
は
、
文

革
期

の
特
異
な
社
会
現
象
を
、
文
革
用
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
風
刺

の
利

い

た
批
評
も
交
え

て
分
か
り

や
す
く
解
説
し
た
も

の
。
厳
家
其

・高
皐

「
「文

化
大
革
命
」
十
年
史
」
は
、
文
革
進
展
過
程
を
詳
細

に
検

証
し
、
豊
富
な

デ
ィ

テ
ー
ル
で
以

っ
て
文
革

の
経
緯
を
再
現
し
よ
う
と
し
た
労
作
で
あ
る
。

他
に
も
文
革
を
め
ぐ

る
研
究
、
資
料
は
今
日
ま

で
に
既

に
数
多
く
出
さ
れ

て
い
る
が
、
本
文

が
冒
頭
に
言
う

よ
う

に
、

い
ず
れ
も
政
治
或
は
歴
史
的

観
点
か
ら

の
も
の
で
あ

っ
て
、
中

国
の
文
化
的
特
質
を
反
映
す

る
民
俗
現

象
と
し
て
正
面
か
ら
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
周
星
論
文
は

ユ
ニ
ー
ク
な
新

動
向
と

い
え
る
。
と
は

い
え
、
文
革
終
息
か
ら
わ
ず
か

に
二
十
年
。
文
革

研
究
は
ま
だ
緒
に
就

い
た
ば
か
り

で
、
十
年
の
長
き

に
わ
た
る

「
特
殊
な

時
期
」
(本
文
)
の
あ
ま
た

の
事
象

に
つ
い
て
は
十
分
に
整
理
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な

い
。

日
本

で
は
、
わ
ず
か

に
加
々
美
光
行
監
修

「中
国
文
化

大
革
命
事
典
」
(
中
国
書
店
、

一
九
九
七
)
が
出
た
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
こ

で
本
文
理
解

の

一
助
と
し
て
、
本
文

に
登
場
す

る
事
象

の
主
な
も

の
に

つ

い
て
、
そ

の

"
政
治
或
は
歴
史
的
"
背
景
を
大
き
く
以
下
の
四
点

に
分
け

た
上
で
略
述
す

る
。
な
お
、
〔

〕
内
は
原
文
。

毛
沢
東
へ
の
個
人
崇
拝

文
革
期
を
特
徴
づ
け
る
社
会
現
象
と
し
て
、
真
っ
先
に
挙
げ
ら
れ
る
の

が
毛
沢
東
へ
の
個
人
崇
拝
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
指
導
者
と
し
て
の
毛
沢
東

の
個
人
的
威
信
は
文
革
期
に
始
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

一
九
三
五
年
の
遵

義
会
議
で
中
共
中
央
政
治
局
常
務
委
員
に
就
任
し
て
以
来
、
共
産
党
を
指

導
し
て
抗
日
戦
争
と
国
共
内
戦
を
戦
う
中
で
醸
成
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、

一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
と
い
う

"勝
利
"
で
決
定
的
と

な
っ
た
。
更
に
、
こ
の
勝
利
が
清
末
以
来
百
年
に
及
ぶ

"屈
辱
と
苦
難
の

歴
史
"
に
終
止
符
を
打
つ
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
共
和

国
の
建
国
は
単
な
る

一
党
の
政
治
的
勝
利
で
は
な
く
、
民
族
の
独
立
、
自

尊
と
結
び
付
け
ら
れ
、
民
族
の
英
雄
、
救
世
主
と
い
う
毛
沢
東
へ
の
賛
辞

を
生
み
出
す
精
神
的
土
壌
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
文
革
期
に

見
ら
れ
た
よ
う
な
個
人
崇
拝
現
象
を
作
り
出
す
に
は
、
林
彪
の
政
治
的
働

き
か
け
が
必
要
で
あ
っ
た
。

林
彪
は
、

一
九
五
九
年
の
盧
山
会
議
で
彰
徳
懐
を
始
め
と
す
る
大
躍
進

政
策

へ
の
批
判
に
対
し
、
毛
沢
東
を
全
面
的
に
支
持
。
彰
徳
懐
の
失
脚
を

受
け
て
国
防
部
長
に
就
任
す
る
と
、
軍
内
で
毛
沢
東
著
作
学
習
運
動
を
積

極
的
に
展
開
す
る
。
こ
の
学
習
運
動
は
文
革
発
動
後
は
全
社
会
的
に
展
開

さ
れ
、
林
彪
の
政
治
的
地
位
の
上
昇
と
毛
沢
東

の
神
格
化
は
同
時
進
行
し

た
。そ
の
過
程
を
大
ま
か
に
ま
と
め
る
と
、
一
九
六
〇
年

一
〇
月

一
日
に
「毛

沢
東
選
集
」
第
四
巻
が
出
版
さ
れ
、
林
彪
は
軍
内
で
学
習
運
動
を
展
開
。

本
文
中
の

「偉
大
な
る
著
作
四
巻
」
〔雄
文
四
巻
〕
は
、
「毛
沢
東
選
集
」

加



全

四
巻

を
指

す
。

一
九

六

一
年

五
月

か
ら

は

『
解
放

軍
報
』
紙
上

に
毎

日
、

毛
沢
東

の
言
葉
を

警
句

と

し

て

一
句
掲

載
す

る

こ
と
を

指
示

し

た
と
言

わ

れ

る
。

そ

れ
ら

は

一
九

六

四
年

五
月

に
小

冊
子
体

に
ま

と

め
ら

れ

て
出

版

さ

れ
た
。

こ
れ

が
、

い
わ

ゆ

る

『
毛
主

席

語
録

』

〔
毛
主

席

悟

乗

〕
と

な

る
。

始
め

は
軍
内

で
発

行

さ
れ

た
が
、

文
革

開
始

後

の

一
九

六

六
年

一
二

月

に
林

彪

の

「
再

版
前

言
」
を

付

し

て
大

々
的

に
発
行

さ

れ
た
。
「
臨
機

応

変

に
学
び
、
臨
機

応
変

に
運

用
す

る
」
〔活

学

活
用

〕
は
、
そ

の

「
再
版

前

言
」
中

の
言
葉

で
、
『
語
録
』

の
学
習
方

針

と
し

て
受
け

取

ら
れ
、
広
く

流

布

し
た
。
『
語
録
』

の
体

裁

は
、
通
常

ポ

ケ

ッ
ト
サ

イ
ズ

の
赤

い
ビ

ニ
ー

ル

表
紙

で
、

こ
の
た
め

「
赤

い
聖
書

」
〔紅

宝
弔

〕
と

呼
ば

れ
た
。

「老

三

篇
」

〔
老

三
篇

〕
は
毛
沢
東

の
著

し

た
文
章

の
う

ち
、
〔力

人
民

服
劣

〕
〔妃

念
白

求

恩
〕
〔
愚
公

移
山

〕
の
三
篇

を
特

に
指

し
、

一
九
六

六
年

か
ら

や
は
り

林

彪

の
提

唱

で
大

々
的

に
学

習

の
必
要
性

が
宣
伝

さ

れ
、
広

く
暗
記

さ

れ
た
。

「
"
雷

に
打
た

れ
よ
う

と
動

じ
な

い
"
日

々
に
読
む
」
〔
雷
打

不
劫

的

"
天

天

渡

"
〕
は
、
林
彪

が
提
唱

し
た
毛

沢
東

著
作

学
習

運
動

の
方
法

で
、
職
場

や

学
校

で
毎

日

一
定

時
間

、
集

団

で

『
語

録
』

な
ど
を

学

習
す

る
も

の
。

一

九
六

八
年

三
月

二
六
日

の

〔
毛
主

席
的

弔

要
天

天
漢

,
天

天
用

〕

と

い
う

林
彪

の
発
言

で
、
軍
隊

を
皮

切
り

に
全

国

に
広

が
り

、

一
種

制
度
化

し

た
。

〔
雷
打
不

劫

〕
も

林
彪

の
言
葉

で
、
何

が
起

こ
ろ
う
と
動

じ
ず

に
毛

沢
東

著

作
を
学

ぶ
と

い
う
意

味
。
「
学

習
経
験

報
告
会

」
〔
洪
用
会

〕
は
、
「
毛
沢

東

思
想
学

習
経

験
報
告

会
」

〔活

学

活
用

毛
洋

京
思

想
耕

用
会

〕

「
毛
主

席
著

作

学
習

経
験
報

告
会
」
〔
毛
主
席

著

作
活

学
活

用
洪

用
会

〕
な

ど
、
林
彪

が

示
し
た

〔
活
学

活
用

〕

の
学

習
方

針

で
毛

沢
東

思
想

・
著

作

を
学

ん
だ

経

験
を
報

告

・
交
流
す

る
集

会
。

「
最
高

指

示
」

〔最

高
指

示

〕

は
、

や
は

り

春節になると「家譜」を掛け、「福」や年画を貼りかえる。毛主席の胸像は、

この数十年来、ずっと農家の居間の中心に置かれている。毛沢東への個

人崇拝が根強く残っている。(1999年2月 山東省費県にて松岡撮影)
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林

彪

が
編

み
出

し
た
政
治

用

語

で
、
毛

沢
東

の
著
作

や
談

話

な
ど
毛

の
言

論

を
指
す

。
林

彪
は

〔
一
句

頂

一
万
句

〕
〔
理
解
的

要
抗

行
,
不

理
解
的

也

要
抗

行

〕
と

毛
沢
東

の
言
論

に
絶
対

的
権

威

を
与
え

よ
う

と

し
た
。

こ
れ

が
本
文

に
言

う

「
著

作

は

"
聖
書

"
と

な
り

、

=
亘

句

が
疑

い
を

容

れ

な

い

"
聖
旨

"

と

な

っ
た
」

で
あ

る
。

「
最
新

指

示
」

〔最

新
指

示

〕

は

、

新

た

に
出
さ

れ
る
毛

沢
東

の
指

示
、

談
話

な
ど

を
指

す
。

通
常

、
夜

八
時

の

ラ
ジ

オ

ニ
ュ
ー

ス
で
発

表

さ
れ

た
が
、

各
単

位

に
は
事

前

に
通
知

が
あ

り

、
人

々
は
放

送
を

聞
き

終
え

る
と

街

に
繰
り

出

し

て
、

本
文

に
見

え

る

よ
う

な
祝

賀

パ

レ
ー
ド
を

繰
り

広
げ

た
。

「
最
も

、
最

も

、
最
も

」

〔最

最

最
〕
も
林

彪

の
造
語

で
、
〔
最
最

最
敬
受

的
毛

主
席

〕
な

ど

の
よ
う

に
、
個

人
崇

拝

の
熱
狂

を
表

現
す

る

の
に
使

わ
れ

た
。

　
九

六
七

年

一
月
以

降

の

奪
権

運
動

の
中

で
、
奪

権

に
成

功
し

た
全

国
各

地

の
革
命

委
員
会

か

ら
毛

沢
東

宛

に
打

た
れ

た

「表

敬
電

報
」
〔
致
敬
屯

〕

に
盛

ん

に
使
わ

れ
た

こ
と

で
知

ら
れ

る
。
「
三

つ
の
忠
実

、
四

つ
の
無

限
」

〔
三
忠

干

四
元

限

〕
と

は
、

〔
忠
干

毛
主

席

,
忠

干

毛
澤

京
思

想

,
忠

干

毛
主

席

的

元
声

防

級
革

命
路

銭

〕

〔
対
毛

主
席

、
毛

澤
京

思
想

、

毛
主

席

的

元
声

険
級

革

命
路

銭

元

限

熱

受
,

元
限
信

仰

,
元

限
崇

拝
,

元
限

忠
減

〕

の
こ
と

で
毛
沢

東

へ
の
個

人
崇
拝

を
象
徴

す

る

ス

ロ
ー

ガ

ン
で
あ

る
。
「
忠
」

は
、
伝

統
的

に
君

主

に

対

す

る
臣

ド

の
道

徳
と

し

て
称
揚

さ
れ

て
き

た
も

の
で
あ

る
が
、

文
革

期

に
は
毛

沢
東

へ
の
無
批

判
無

条
件

の
絶

対
的

服
従

が

「
忠
」

と
表

現

さ
れ

た
。
本

文

に
描
写

さ
れ

て

い
る

「忠

の
字
踊

り
」

〔忠

字
舞

〕
は

『
語

録
』

に
曲
を
付

け
た

「
語

録
歌
」

〔悟
景

歌

〕
に
更

に
振
り

を
付

け

て
踊

っ
た
も

の
で
、

短
期

間

で
は
あ

っ
た

が
毛

沢
東

へ
の
忠

心

の
表

現
と

し

て

一
時

大

流

行
し

た
。

毛

沢
東

へ
の
崇

拝
か

ら
、
毛

を

万
物
を

養
う

「
赤

い
太

陽
」

〔紅

太

阻
〕

に
喩
え

た

こ
と

は
本
文

に
も

見
え

る
が

、
崇
拝

の
念

を
表

現
す

る
行

為
が

儀

式
化

す

る
中

で
発
生

し
た

、

一
種

の

"
祭
壇

"

に
当

た
る

ス

ペ
ー

ス
も

一
説

に
は

〔紅

太
阻

〕

と
呼

ば

れ
た
と

い
う

。
壁

面

の
中
央

な
ど
を

選

ん

で
、
毛

沢
東

の
塑

像

か
肖
像

画
を

配
し

、
周

囲
を
赤

色

の
ス

ロ
ー

ガ

ン
や

向

日
葵

や
太

陽

な
ど

の
絵

で
飾

る
の
が
基

本
形

の
よ
う

で
あ

る
。

こ

の
前

で

「朝

に
指

示
を

仰
ぎ

、
夕

べ
に
報
告

す

る
」

〔早
清

示

,
晩

江
扱

〕
な
ど

の
儀
式

が
行

な

わ
れ
た

。

「朝

に
…
…
」

で
は
、

「
語
録
」

の

一
節
を

読

み

上

げ

て

.
日
の
行
動

指
針

と
し

、
「
夕

べ
に
…
…
」

で
は
、

一
日

の
報

告
と

反

省
を

行
な

っ
た
。

そ

の
際

、
毛

沢
東

へ
の
忠

誠

の
表

現
と

し

て
、

も
と

も

と
は
皇

帝

へ
の
臣

下

の
言
葉

で
あ

る

「
ご
長
寿

の
無
窮

た

ら
ん

こ
と
を
」

〔万
寿

元

彊
〕
「
万
歳
」

〔万
歩

〕

「
万

々
歳
」

〔
万
万
歩

〕
を

唱
え

、
毛

沢
東

へ
の
讃
歌

で
あ

る

「
東
方

紅
」

〔
奈
方

紅

〕

「
大
海

を
行

く

に
は
舵
取

り

に

頼

る
」

〔大
海

航

行

雛
舵

手

〕

を

歌
う

な

ど

し
た
。

こ
れ

ら

の
祈

り

の
言

葉

、
讃
歌

は

〔
早
消

示
,
晩

江

扱

〕
を

始

め
、
会

議

や
集

会

な
ど
人

々
が

集

団

で
行

な
う

活
動

に
付
き

も

の
と
な

っ
た

。
「
ひ
ま

わ
り

院
」
〔向

阻

院
〕

は

、

一
つ
の
居
住

単
位

全
体

で
住

民
が

政
治
活

動

に
積
極

的

に
取
り

組
む

も

の
で
、
以

上

の
よ
う

な
活

動

の
ほ
か
、
住

民
内
部

で
階
級
闘
争

も
行

な

っ

た

。こ

の
よ
う

な
毛

沢
東

へ
の
個
人
崇

拝

か
ら
生

ま

れ
た

の
が
、

文
革

を
象

徴

す
る

「
紅

衛
兵
」

〔紅

ヱ
兵

〕

で
あ

る
。

一
九
六

六
年

五
月
、
清
華

大
学

付

属
中

学
生

が
結
成

し

た
組
織

が

最
初

で
あ

る
が

、
同
年

八
月

一
日
、
毛

沢
東

は
彼

ら

を
支
持

す

る
手
紙

を
書

き
、

鋪
八

日
に
は

天
安

門
広
場

で

一

〇
〇

万

の
紅
衛

兵

を
自

ら
接
見

し

た
。

こ

の
接

見

の
際
、

毛
沢

東

は
紅
衛



兵

の

.
人
が
差

し
出

し
た
紅

衛
兵

の
腕

章
を

着
け

た
。

こ
う

し

て
、
紅

衛

兵

運
動

は
毛
沢
東

を

「
赤

い
司
令
」

〔紅
司

令

〕
と

し

て
頂
き

、
そ

の
意

思

を

遂
行
す

る
も

の
と

し

て
権

威
を

持

つ
こ
と

に
な

っ
た

。
彼

ら
は

「
造

反

有

理
」
を

掲
げ

て
既
成

の
社

会
秩

序
を

"
革
命

"

し
よ

う
と

し
た

が
、

そ

の
暴
力

・
破

壊
行

為

は
大

き

な
人

的
、

物

的
被

害
を

残

し

た
。

「
経

験
交

流
」

〔大

串
朕

〕
運
動

は
、
文
革

の
火

を
全

国

に
広
げ

る
目
的

で
学

生

に
呼

び

か
け
ら

れ
た
も

の
で
、
乗

車
賃

、
宿
泊
費

な

ど
が
無

料
と
な

っ
た
た

め
、

大

い
に
行

な
わ

れ
た
。

「
紅
小

兵
」

〔紅

小

兵

〕
は
紅

衛
兵

を
真

似

て
結
成

さ
れ
た
小

学
生

の
組
織

。
構
成

員

の
年
齢

が
低

い
た
め
、

社
会

的
政

治
的

影
響

は
特

に
な
か

っ
た
。

こ
れ
ら

の
個
人

崇
拝

現
象

は
、
広

範

な
国

民

に
浸

透

し

て

い
た
毛

沢
東

の
個

人
的
威

信
を

林
彪

が
政
治

的
宣

伝

・
運
動

に
よ

っ
て
熱
情

に
ま

で
高

め
、

そ
れ

に
表
現

の
形
式

を
与

え
た

結
果

で
あ

り
、

国
民

の
積

極
的

な
呼

応

の
結

果

で
も
あ

る
。

一
九
七

一
年

の
林

彪
事
件

以
後

は

、
次
第

に
鎮

静

化

し
た
。

階
級
、
出
身
、
血
統
論

文
革

期

の
社

会

現
象
を

特
徴

づ
け

る
今

一
つ
の
も

の
が

「
血
統

論
」

で

あ

る
。

本
文

が
注

目
す

る
よ
う

に
、
社

会
主

義
と

中

国
土
着

の
文

化

が
特

殊
な
歴

史
的
条

件

の
下

で
相

互

に
作
用

し

て

い
る
。
ま

ず
、

「
出
身
」

〔出

身

〕

が
良

い
悪

い
と

は
、

「
出
身

階
級
」

〔険

級

出
身

〕

の
こ
と

で
、
共

和

国
建
国

以
前
、

い
わ

ゆ
る
解

放
前

に
属

し

て

い
た
社

会

階
級
を

指
す

。
建

国
時

に
子
供

で
あ

っ
た
り
、

建
国
後

に
生
ま

れ
た
者

の
場

合

は
、
親

の
解

放

前

の
階
級

区
分

が

「
出
身

階

級
」

と

な

る
。

こ

の
場
合

〔家

庭

出
身

〕

と
も

言
う

。
こ
れ

に
対

し
、
本

人

の
現
在

の
階
級

的
立

場
を

「
階

級
区

分
」

〔本

人
成

扮

〕
と
言

う
。

こ
れ
ら

は

〔梢

案

〕
と

い
う

、
所
属

機
関

の
人
事

部

門
や
党

組
織

な
ど

に
管

理

さ
れ

る
個

人

一
人

一
人
を

単
位

と

し
た
身

上

調
書

に
記

入

さ
れ
、

本
人

評
価

の
基

準

と
な

っ
た

。

こ

の
制

度
は

建
国

以

来
行

な
わ

れ

て

い
た

が
、

「
階
級

闘
争

」

「
継
続

革
命

」

を
掲

げ

る
文

革

が

発
動

さ
れ

る
と

、
社

会
主

義
革

命
後

の
社

会

に
も
資

本
主

義

階
級

が
残
存

し

て
お
り

、

そ
れ

に
対

し
階
級

闘
争

を
継

続
す

る

必
要

が
あ

る
と

さ
れ

た

た
め
、

「
出

身
階

級
」

「
階

級
区

分
」

の
良

く

な

い
者

は
闘

争

の
対
象

と

な

り

、
社
会

か
ら

排
斥

さ
れ

た
。
「
赤

い
五
類
」

〔紅

五
癸

〕
と

は
、
労

働
者

、

貧

農

下
層

中
農
、

革
命

幹
部

、
革

命

軍
人

、
革

命
烈

士
と

い
う

五
種

類

の

"良

い
"

出
身

で
、

こ

れ

に
対

し

、

地
主

、
富

農

、

反
動

分

子
、

悪
質

分

子

、
右

派
分

子

が

「
黒

い
五
類
」

〔黒

五
美

〕
と

さ
れ

、
階
級
闘

争

の
対
象

と

な

っ
た
。

こ
の
よ
う

に
、

こ
れ
ら

の

"
階

級

"
は
純

粋

に
経
済

的

な
所

有

や
雇

用
形
態

に

よ
る
も

の
で
は
な

く
、
加

々
美

光
行

氏

『
資
料

中

国
文

化
大

革
命

l
I

出
身

血

統
主

義
を

め
ぐ

る
論

争
ー

1
』

が
指

摘
す

る

よ
う

に
、

論
功

行
賞

と
懲

罰

の
色

彩

を
帯
び

て

い
る
。

こ

の
出
身

問

題
が
紅

衛
兵

運
動

に
お

い
て

「
血
統

論
」

〔血
統

沿

〕
に
発

展

し
た
。

紅
衛

兵

運
動

の
主
体

は

十
代

の
中

学
生

た
ち

で
あ

っ
た

が
、

親

の

「
階
級

区

分
」
、
即

ち
自
分

た
ち

の

「
出

身
」
を

問
題

に
し

た
。
紅
衛

兵

運
動

自
体

が

〔虹

五
炎

〕

を
自

任

す

る
中
学

生

に
よ

っ
て
始

め
ら

れ
た
も

の
で
あ

り
、
〔黒

五
癸

〕

の
子
弟

を

「
犬

の
子
」
〔狗

患

子
〕
と

呼

ん

で

"革

命

"

に
参
加

す

る
権

利
を

認

め
ず
、

紅
衛

兵
組

織
か

ら
排

除

し
た
。

こ
れ

は

"革

命
性

"
を

血
縁

に
よ

っ
て
世
襲

し

よ
う

と
す

る
も

の
で
、

一
方

生

ま

れ

に
よ

っ
て
差

別

さ

れ

る

政
治

的

賎

民

を
作

り
出

す

も

の
で
も

あ

っ
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た
。
こ
の

「血
統
論
」
を
象
徴
す
る
の
が
、
「親
父
が
英
雄
な
ら
息
子
は
好

漢
、
親
父
が
反
動
な
ら
息
子
は
ろ
く
で
な
し
」
〔老
子
英
雄
几
好
汲
,
老
子

反
劫
几
混
蛋
〕
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
九
六
六
年
七
月
二
九
日
に
北
京
航
空

学
院
付
属
中
学
の
紅
衛
兵
が
張
り
出
し
た
対
聯
が
最
初
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
大
論
争
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
紅
衛
兵
世
代
で
あ
る
青
少
年
の

間
に
激
し
い
対
立
を
巻
き
起
こ
し
た
。
出
身
に
問
題
の
あ
る
子
女
は
、
特

に
初
期
に
は
紅
衛
兵
運
動
に
加
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
別
途

「赤

い
外
郭
団

体
」
〔紅
外
園
〕
を
形
成
し
た
。
そ
の
後
、
批
判
・闘
争
対
象
が
党
内
の
走

資
派
に
向
け
ら
れ
て
い
く
に
つ
れ
、
〔紅
五
美
〕
の
子
女
た
ち
の
多
く
も

〔狗
患
子
〕
〔黒
帯
子
女
〕
に
身
を
落
し
た
。
「教
育
に
よ
り
よ
く
な
る
見
込

み
の
あ
る
子
女
」
〔可
以
教
育
好
的
子
女
〕
は
、
こ
の
よ
う
な
局
面

へ
の
対

策
と
し
て
、
親
に
政
治
的
問
題
の
あ
る
子
女
を
指
す
新
呼
称
と
し
て
、
毛

沢
東
が

一
九
六
八
年

一
二
月
二
六
日

〔美
干
対
故
斗
争
中
座
注
意
掌
握
政

策
的
通
知
〕
の
中
で
提
起
し
た
も
の
。
=

線
を
画
す
」
〔剣
清
界
銭
〕
は
、

こ
の
よ
う
に
家
族
に
政
治
的
問
題
が
あ
る
者
が
公
開
の
場
で
そ
の
家
族
を

批
判
し
、
家
庭
と

「
一
線
を
画
」
し
て

"革
命
"
の
側
に
付
く
と
い
う
自

分
の
態
度
を
表
明
す
る
こ
と
。
多
く
の
人
々
が
職
場
な
ど
の
所
属
単
位
か

ら
肉
親
に
対
す
る

〔剣
清
界
銭
〕
を
迫
ら
れ
た
。
政
治
が
家
庭
内
に
ま
で

浸
入
し
、
個
人

一
人

一
人
に
働
き
か
け
た
時
代
を
象
徴
す
る
も
の
と
い
え

る
。遇
羅
克

の

『出
身
論
』
〔遇
夢
克

《
出
身
沿
》
〕
は
、
こ
の

「血
統
論
」

を
そ
の
初
期
の
段
階
で
正
面
か
ら
批
判
し
た
論
文
。

一
九
六
七
年

一
月
に

〔中
学
文
革
扱
〕
に
掲
載
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
文
革
を
攻
撃
す

る
反
動
的
文
章
と
さ
れ
、
批
判
闘
争
、
逮
捕
の
末
、

一
九
七
〇
年
三
月
五

日
処

刑

さ
れ
た

。
文
革

終
息

後
、

名
誉

回
復

さ
れ

て

い
る
。

プ

ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
独
裁

文
革

期

、

残
酷

な

暴
力

が

横
行

し

た

こ
と

は
広

く
知

ら

れ

て

い
る
が

、

当

時

そ
れ

は

"
革
命

"
行
為

と
し

て
行
な

わ

れ
た
も

の

で
あ

っ
た

。
な

ぜ
、

そ

の
よ
う

な
事
態

に
陥

っ
た
か

に

つ
い
て
は
、

こ
れ

ま

で
に
政
治

学

や
社

会

心

理
学

な
ど
様

々
な
観
点

か

ら
考

察

が
加
え

ら
れ

て

い
る
。

こ

こ
で
は

深
く

立
ち

入

る
こ
と

が

で
き

な

い
が

、
ま
ず

有
名

な

〔革

命

不
是
清

客
吃

坂

…

…
革
命

是
暴

劫

,
是

一
介
騎

級

推
翻

一
介
隣

級
的

暴
烈

行
劫

〕

と

い

う
毛

沢
東

に
よ
る
革

命

の
定
義

が
あ

る
。

こ
れ
は

一
九

二
〇
年

代
、
毛

の

政
治

生
涯

の
初

期

に
お

け

る

"
語
録

"

で
あ

る
が

、
文
革

期

に
広
く

流
布

し

、
造

反

の
免

罪
符

の
よ
う

な
働
き

を

し
た
。

ま

た
、
文

革

の
推
進

理
論

で
あ

る
毛

沢

東

の
継
続

革
命
論

で
は
、

社
会

主
義

政
権

が
成

立
し

た
後
も

イ

デ

オ

ロ
ギ

i
上

の
ブ

ル
ジ

ョ

ア
階
級

は
依

然
と

し

て
存

在

す

る
と

さ

れ

た

た
め
、

〔団
鈷

ー
批

坪
ー

団

結

〕
を

旨
と
す

る

「
人

民
内
部

の
矛
盾
」

の

他

に
、
〔
寺
政

〕

で
対

処
す

る
と
定

義

さ
れ

て

い
る

「
階

級
敵
」
も

社
会
内

部

に
存

在
す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

一
九

六

六
年

八
月

八
日
、

文
革

の
指
導

綱

領
と

な

る

〔美

干

元
声
防

級
文

化
大

革

命
的

決
定

〕
、

い
わ

ゆ
る

「
十

六

条

」
〔十

六
条

〕
が
中
央

の
全

体
会

議

で
採

択

さ
れ

た
が
、
紅
衛

兵

の
造

反

行

為

を
肯
定

し

、
運

動

の
目
的

を

「資

本

主
義

の
道

を
歩

む
実
権

派

の
打

倒
」

「
ブ

ル
ジ

ョ

ア
階
級

の
反
動

的
学

術
権

威

の
批
判
」

「
ブ

ル
ジ

ョ
ア
階

級
と

あ
ら

ゆ

る
搾

取

階
級

の
イ

デ

オ

ロ
ギ

ー

の
批
判
」

と

し
た
。

本
文

に

あ

る

「
砲

撃

せ
よ
」
〔炮

打

〕
は
、

一
九

六

六
年

八
月
七

日

に
公

表
さ

れ
た

毛

沢

東

の

〔炮

打

司

令
部

i

我

的

一
張

大
字

報

〕

に
由
来

し

、
文

革

中
、
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幹
部

や
組
織

へ
の
批
判

攻
撃

の
意

味

で
使
わ

れ

た
。

こ
れ

ら

の
文
章

の
論

調

は
、
党

中
央

に
ブ

ル
ジ

ョ

ア
階

級
と

プ

ロ
レ
タ
リ

ア
階
級

の
二

つ
の
司

令
部

が
あ

る
、

つ
ま
り

党
内

上
層

部

に
階
級

闘
争

が
存

在
す

る

と
し

て
階

級
敵

へ
の
攻

撃
を
呼

び
か

け

る
も

の
で
、
〔
一
介
防

級

推
翻

一
介

防
級

的
暴

烈

行
劫

〕

が
国
家

上
層

部

か
ら
末

端
ま

で
の
各
段

階

の
既
存

指
導

権

に
対

し

て
展

開
さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
た
。

こ
う

し

て
、

ブ

ル
ジ

ョ

ア
階
級

司
令
部

か

ら
実
権

を

奪

い
返

し
、
プ

ロ

レ

タ
リ
ア
階

級
独
裁

の
下

で
革
命

を

継
続

す

る

〔元
声

防
級

寺
政

下

麩
鎮

革
命

〕

こ
と

が
、

文
革

の
目
的

と

な

っ
た
。

「
四
大

武

器
」

〔
四
大

〕

は
、

そ

の
造

反

〔造
反

〕
ー

奪

権

〔存

板

〕

の
手

段
と

し

て
提
唱

さ

れ
た
も

の

で
、
具
体
的
内

容

は

〔大
鳴

〕

(
大

い
に
意

見
を
出

す
)

〔大
放

〕
(大

い
に

討
論

す

る
)

〔大

辮
稔

〕

(
大

い
に
弁

論
す

る
)

〔大

字

扱

〕

(大

字
報

を
張

り
出

す
)

で
あ

る
。

「
魂

に
触

れ
る
」

〔触

及

異
魂

〕

は
、

一
九

六

六
年

六

月

二
日

の

『
人

民
日
報
』
社

説

〔触

及

異
魂
的

大

革
命

〕
か

ら
出
た

語

で
、

文
革

の
あ

る

べ
き

本
質

を

示
す

ス

ロ
ー
ガ

ン
と

し

て
広
く

浸
透

し
た

。
徹

底
的

な
自

己
解
剖

に
よ
る

思
想
改

造
を

目
指

す

の
で
あ

る
が
、

批
判

・
闘

争
対

象
と

さ
れ

た
人

々

に
は
暴
力

を

用

い
て

こ
れ
を
迫

る
こ
と

に
も

な

っ

た
。「
妖

怪
変

化
」

〔牛

鬼
蛇

神

〕

は
、
も

と
も

と
種

々
の
訳

の
分

か
ら

な

い

も

の
、
ひ

い
て
は
悪
人

を
指

す
語

で
あ

っ
た

が
、

一
九

六

六
年

六
月

一
日

の

『
人
民

日
報

』
社

説

〔横

拍

一
切

牛
鬼

蛇
神

〕

以
後

、
特

別

な
政
治

用

語
と

な
り
、

政
治

的

に
問
題

が
あ

る
と

見
な

さ
れ

た
人

々
を

指

し

て
広

く

使

わ
れ

た
。
「
牛
小

屋
」

〔牛
棚

〕
は

〔牛
鬼

蛇
神

棚

〕
を
意
味

し

て
お
り

、

〔牛
鬼

蛇
神

〕
と

見
な

さ
れ

た
人

々
が
、
造

反
派

に
よ

っ
て
法

律
的

手
続
き

も

な
く

一
方

的
強

制

的

に
監

禁

さ
れ

た
場

所

で
あ

る
。
設

置

さ
れ

た
場
所

や
形
式

は
様

々

で
あ

っ
た
。
こ
れ

ら

〔牛

鬼
蛇

神

〕
は
、
〔触

及

戻
魂
的

大

革

命

〕
を
行

な
う

た
め

に
、
造
反
派

に
よ

っ
て
批
判

闘
争

大
会

〔批
斗
会

〕

に
か
け

ら

れ
た
。

罪
行

を
告

発

し
、

罪
を

認

め
さ

せ
る

の
が
主

旨

で
あ

る

が

、
本

文

に
出

て
く

る

「
罪
状

札
」

〔黒
牌

〕
を

首

に
掛
け

さ
せ

る

(時

に

は

、
重

い
札

を
細

い
針

金

で
首

に
掛

け

る
な
ど

、
単

な

る
侮

辱

で
は
な
く

体
罰

の
意

図
も

あ

る
)
、

頭
髪

を

真
中

か
ら

半
分

そ
り

落

と
す

「
陰

陽
頭
」

〔
明
阻
共

〕
に
す

る
、
「
三
角

帽
」

〔高

帽

〕
を
被

せ

る
、
腰
を
前

向
き

に
深

く
折

り
両

腕
を

後

ろ
に
ね

じ
上

げ

る
所
謂

「
ジ

ェ
ッ
ト
式
」

〔噴
代

式

〕
の

姿

勢

を
取

ら

せ
る

、
ガ

ラ

ス
片

や
洗
濯

板

の
上

に
脆

か
せ

る
、

殴

る
蹴

る

等

の
侮
辱

と
虐

待

が
加
え

ら

れ

る

の
が

常

で
あ

っ
た
。

そ

の
後

、
ト

ラ

ッ

ク

の
荷
台

な
ど

に

〔
黒
牌

〕
〔
明
阻
美

〕
〔高

帽

〕
姿

の
ま
ま

乗
せ
、

「市

街

を

引
き

回

し

て
見

世
物

に
す

る
」
〔游

街
示

余

〕
と

い
う

こ
と
も

行
な

わ
れ

た
。奪
権

は
、

一
九
七

四
年

一
月
初

め

の
上
海

で

の
市
委

員
会

の
奪

権
成

功

を

皮

切
り

に
全

国
規
模

で
急
速

に
展

開
。

一
月
三

一
日
、
黒

龍
江

省

に
最

初

の
省

レ
ベ

ル
の
革
命

委

員
会

が
成

立

し
た

の
を
始

め

に
、

従
来

の
党

と

政

府

の
指
導

権

を
打
倒

し

、
革
命

委

員
会

を
設

立

す

る
と

い
う
形

で
行

な

わ

れ

た
。

翌

一
九

六

八
年

九

月

五

日
、

台
湾

省

を
除

く

全

国

二
九

の
省

、

市

、
自

治
区

全

て

に
革

命
委

員
会

が

成
立

し
た

。

こ
れ

を
祝

し

て
九
月

七

日

『
人

民

日
報
』

『
解
放

軍

報
』

は
社

説
を

発
表

し

た
が

、
「
全

国

の
山
河

は
赤

一
色
」
〔全

国

山
河

一
片

紅

〕
は
そ

の
中

で
全

国
的

奪
権

の
完

了
を
指

し

て
使
わ

れ

た
表

現
。

奪
権

闘
争

の
展

開

の
中

で
武

闘

〔武

斗

〕
も

激
化

し

た
。
「
三

つ
の
支

持
、

二

つ
の
軍
事
」

〔三
支

丙

軍

〕

は
、
武

闘
を

押
さ
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え
、
左
派

の
奪
権
を
支
援
す
る
た
め
に
出
さ
れ
た
政
策
で
、
解
放
軍
を
本

格
的
に
文
革
に
介
入
さ
せ
、
〔支
左
〕
〔支
衣
〕
〔支
工
〕
〔軍
官
〕
〔軍
洲
〕

の
任
務
を
遂
行
さ
せ
た
も
の
。
実
質
的
に
は
非
常
事
態
に
お
け
る
軍
事
管

制
で
あ
っ
た
。

毛
沢
東

の
ユ
ー
ト
ピ
ア

文

革

の
発
動

を
毛

沢
東

に
よ
る

ユ
ー

ト
ピ

ア
建

設

の
試

み
と
す

る
理

解

は
広

く
行

な

わ
れ

て

い
る
。
本

文

中

に
言

う

「
千
年

王

国
」

と
は

、
も

と

も

と
は
初

期

キ
リ

ス
ト
教

の
メ

シ
ア
待
望

に
起

源
を

持

ち
、

そ

の

メ
シ
ア

王

国
が

千
年
続

く
と

さ

れ
た

こ
と

か
ら
来

て

い
る
。

今

で
は

文
化

人
類

学

の
術

語

と
し

て
、
広

く
非

キ

リ

ス
ト
教

圏
を
含

め

、
救

世
主

待
望

、
現

世

で

の

ユ
ー

ト
ピ

ア

の
実

現
、

信

者

に
よ

る
集

団

的

享
受

な
ど

の
特

徴

を

持

っ
た
宗

教

(的

)
運
動
を

指

し

て
用

い
ら

れ

て

い
る
。

「大

同
」

は
、
戦

国
末
か

ら
秦

・
漢

に
か
け

て
成

立
し

た
と

さ
れ

る

『
礼

記
』

の

「
礼
運

篇
」

が
出
典

。
中

国
伝
統

に
お
け

る

ユ
ー

ト
ピ

ア
思
想

と

し

て
理

解

さ
れ

て

い

る
。
そ

の
内

容

は

「
天
下
為

公
」

の

一
語

に
集

約

で
き

る
。

「大

同
」

の
世

に
は
、

家
と

い
う

社
会

単
位

が
存

在

せ
ず
、

子
育

て
や
養
老

が
社

会
共

同

で
行

な
わ

れ
、
私

有
制

が
存

在

せ
ず
、

故

に
泥
棒

も

い
な

い
。

現
代

の
概

念

で
理
解
す

れ
ば

、
原

始
共

産
制

と
も

い
え

る
社

会

で
、
古

に
存

在

し
た

理
想
社

会

と
し

て
後
世

に
影

響
を

与
え

続
け

た

が
、
特

に
近

代

に
入

っ
て

か

ら
の
、
太
平

天
国

の
洪
秀
全

、
三
民
主

義

の
孫
文

、
「
大
同

思
想
」

の
康

有
為

ら

へ
の
影
響

が
有

名

で
あ

る
。

「
ブ

ル
ジ

ョ
ア
階
級

の
特

権
」

〔資
声

険

級
法

枚

〕

は
、
文

革
期

に
は

ブ

ル
ジ

ョ
ア
階
級

の
経

済

的
基
礎

と

し

て

批
判

・
攻

撃

の
的
と

な

っ
た
が
、

マ
ル

ク
ス
、

レ
ー

ニ
ン
の
著
作

に
お
け

る
原
義

を
正
確

に
反
映

し

て

い
な

い
訳
語

で
あ

る
と
し

て
、
文
革

後

に

「
ブ

ル
ジ

ョ

ア
階

級

の
権

利
」
〔
資
声
防

級

枚
利

〕
と
正
式

に
改

め
ら

れ
た
。
も

と

も

と

マ
ル
ク

ス

・
レ
ー

ニ
ン
主

義

に
お

い
て
は
、
共

産
主

義
段

階

で

の

「
必
要

に
応

じ
た
分

配
」
を
実

現
す

る
前

段
階

で
あ

る
社
会

主
義

段
階

で
は

依

然

と

し

て
、
資

本

主
義

段

階

の
も

の
で
あ

る

「
労

働

に
応

じ
た

分
配

」

を

実
施

せ
ざ

る

を
得

な

い
と
し

て

い
る
。

こ

の
労

働

の
等
価

交
換

の
原

則

を
表

わ
す
語

が

〔資

声
防

級
法

枚

〕
と

訳
さ

れ
た

こ
と
が

、
「
労

働

に
応

じ

た
分

配
」
自

体

が
社
会

主

義
社
会

内

部

に
ブ

ル
ジ

ョ
ア
階
級

を

生

み
出

す

要
因

と
な

る
と

い
う
毛

沢
東

の
発

想

を
生

み
、

こ

の

〔法

枚

〕

を
否
定

し

よ
う

と
し

た
文
革

期

の
政
策
を

生

ん
だ
と

言
わ

れ

る
。

五

・
七
指

示

〔
五
七

指

示
〕

は
、

毛

沢
東

が
文
革

を
通

し

て
目
指

そ
う

と
す

る
理

想
社

会

の
青
写

真
を

示
し

た
も

の
と

考
え

ら

れ
た
。

一
九

六
六

年

五
月
七

日

に
書

か
れ
た

こ
と

か
ら

こ
う

呼
ば

れ

る
。
原

文
は

ご
く
短

い

簡
潔

な
も

の
で
、
本

文

に
紹
介

さ

れ

て

い
る

の
が

ほ
と

ん
ど
全
内

容

で
あ

る

が
、
「
分

業

の
否
定
」

「
学

校
化
」

「
平

均
主
義

」

の
他
、

政
治

教
育

・
階

級
闘

争

の
重
視

、

軍
事
教

練

・
肉

体

労
働

の
教

育
的

効
果

の
重

視
、

既
存

教
育

制
度

の
否
定

な
ど

が
読

み
取

れ

る
。

ま

た
、
〔
五
七
指

示

〕
に
は

現
わ
れ

な

い
が
、
毛

沢
東

の

一
連

の
政

策

に

は
、

「
公
」

と

「
私
」

の
対
立

、
或

い
は

「
私
」

の
否
定

(「
公
」

が
是

で

あ
り

、

「
私
」

が
非

で
あ

る
と

い
う

)
も
指

摘

で
き

る
。

「
私
」

領
域

の
不

道
徳

性

は
、
「大

同
」
観
だ

け

で
な
く

、
中

国

の
伝

統
的

価
値
全

般

に
ほ

ぼ

共
通

し

て
み
ら

れ

る
と

も

い
え

る
が
、
社

会
主
義

理
論

に
お
け

る

「
私
有
」

に
対

す

る

「
公
有
」

の

"
価
値
偏

重

"
(
本
文
参

照
)
と

伝
統

的
価
値

体
系

に
お
け

る

「
私
」

に
対
す

る

「
公
」

の
そ
れ
と

が

こ

こ
で
も
相

互
作

用
し
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て

い
る
よ
う

に
思

わ

れ
る
。

文
革

の
思

想
領

域

に
お
け

る
根

本
的

綱
領

と

さ
れ

た

「
私
心
と

闘

い
、
修

正
主
義

を

批
判

す

る
」

〔斗

私
批

修

〕
や
、
当

時

強

い
影
響
力

を
持

っ
た

「
"
私
"
の
念

が
ち

ら

っ
と

過
ぎ

る

の
を

暴
き

出

す
」

〔狼
樒

私
字

一
囚

念

〕
な

ど

の
ス

ロ
ー
ガ

ン
、
個

人
利
益

の
追

求

だ
け

で
な
く

、
プ

ラ
イ

バ

シ
ー
保
有

の
欲

求
も

ブ

ル
ジ

ョ

ア
階
級

的
と

し

て
否

定

さ

れ
た

こ
と
、

本
文

に
言

う

「
個
人
主

義

は
常

に
封

建
主
義

や
資

本

主

義

、
修

正
主
義

と
結

び

つ
け

ら
れ

た
」
等

も
、

こ
の
よ
う

な

「
私
」

観

を

背

景

に
持

つ
も

の
と
考

え

ら
れ

る
。

毛
沢

東
時
代

、
社

会

の
各
領

域

で
行

な
わ

れ
た

"
革
命

"

を
見

て

み
る

と

、
農
村

で
は
、
文

革
前

か

ら
す

で

に
集

団
化

(共

産

化

の
試

行

)
が

行

な

わ
れ

、

一
九

五

八
年

に
合
作

社

の
人
民

公
社

化

が
実
施

さ

れ

て

い
た
。

人

民
公
社

化
を

推
進

し
た

際

の
謳

い
文
句

で
あ

っ
た

"
一
に
大

き

く
、

二

に
共

産
的

"

の
原
文

〔
一
大

二
公

〕

の

〔公

〕

に
も

上

述

の
二
重

の
意
味

が
含

ま

れ

て

い
る
と

見

て

よ

い
で
あ

ろ
う

。

本
文

に
言
う

「
共

同
炊

事
」

〔大
鍋

坂
〕
も
、

こ
の
人
民

公
社
化

の
中

で
実

施
さ

れ
た
も

の
で
、
農

民

の

家
庭

ご
と

の
調

理

・
食

事

を
廃
止

し

、
共

同
食

堂

で

の
食
事

と

し

た
。
農

民

は
農
作

業
後

の
家
事

労

働
か

ら
解
放

さ

れ
る

が
、

集
団

労
働

・
集

団
生

活

が
推

し
進
め

ら
れ

、
私

的
領
域

が
大

幅

に
減
少

。

共
同
食

堂

は
多

大
な

浪
費

を
も

た
ら

し
、

一
九

六

一
年

に
は
実
質

的

に
中
止

さ
れ

た
。
"
共

産
化

の
嵐

"

〔共
声

夙

〕

は
、

〔大

鍋
坂

〕

を
始

め
、

当
時

の
極
端

な

共
産

化

の

動
き

を
指

し

て
言
う
。

農
村

に
お

い
て
も
政

治
学

習

・
運
動

を

積
極

的

に

展
開

す
る

こ
と
が
奨

励

さ
れ
た

が
、
そ

の
中

で

「
小
斬

荘
」
〔小
斬

庄

〕
は
、

文
革

後
期

の
批
林

批
孔

運
動

の
中

で
江

青

に
よ

っ

て
モ

デ
ル
ケ

ー

ス
に
仕

立

て
上
げ

ら
れ

た
も

の
。
村
内

の
労
働
力

の
多

く

が
恒

常
的

に
政

治
活

動

に
動
員
さ
れ
て
い
た
た
め
、
解
放
軍
な
ど
を
投
入
し
て
農
業
生
産
を
支
え

て
い
た
と
言
う
。
本
文
に
あ
る

「芝
居
」
と
は
、
江
青
が
推
進
し
た

「革

命
模
範
劇
」
〔祥
板
栽
〕
の
こ
と
。
医
療
分
野
で
は
、
「裸
足
の
医
者
」
〔赤

脚
医
生
〕
が
文
革
期
の
新
生
事
物
、
医
学
教
育
革
命
の
成
果
と
し
て
大
い

に
宣
伝
さ
れ
た
。
彼
ら
は
半
農
半
医
の
衛
生
員
で
、
農
村
で
生
産
活
動
に

従
事
す
る
傍
ら
、
初
歩
的
な
医
療
活
動
や
保
健
活
動
を
行
な
っ
た
。
軍
で

は
、

一
九
六
五
年
に

「階
級
制
」
〔軍
街
制
〕
が
廃
止
さ
れ
、
工
業
分
野
で

は
、
「七

・
二

一
大
学
」
〔七
二

一
大
学
〕
が

一
九
六
八
年
七
月
二
一
日
に

出
た
毛
沢
東
の
教
育
革
命
に
関
す
る
指
示
に
応
え
て
全
国
に
設
置
さ
れ

た
。
こ
の
指
示
は
、
実
践
経
験
の
あ
る
労
働
者
や
農
民
が
学
校
で
専
門
知

識
を
学
び
、
再
び
生
産
現
場
に
戻
る
と
い
う
人
材
育
成
手
段
を
奨
励
し
た

も
の
。
〔五
七
指
示
〕
に
明
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
解
放
前
だ
け
で

な
く
、
文
革
発
動
ま
で
の
所
謂

〔十
七
年
教
育
〕
を
も
含
め
た
既
存
教
育

制
度
を
否
定
し
た
。
建
国
以
前
の
教
育
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
教
育
で
あ

り
、
建
国
後
の
教
育
は
劉
少
奇
の
修
正
主
義
路
線
の
教
育
と
さ
れ
た
。
知

識
分
子
は
こ
れ
ら
二
種
類
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
教
育
さ
れ
た
人
間
で
あ

り
、
必
然
的
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
階
級
思
想
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て

〔資
声
防
級
知
枳
分
子
〕
と
い
う
思
想
改
造
の
必
要
性
を
持
っ

た
階
級
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
文
が
言
う

「毛
は
…
…
知
識
分

子
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
に
分
類
し
た
」
は
、
こ
の
こ
と
を
指
す
。
文
革
は

思
想
、
文
化
の
革
命
を
目
指
す
の
で
あ
る
か
ら
、
教
育
革
命
と
知
識
分
子

の

「
再
教
育
」
〔再
教
育
〕
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
「社
会
に
学
ぶ
」

〔升
n
亦
学
〕
は
、
「学
校
の
門
を
開
け
て
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
で
、
教
育
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革

命

の
重
要

な
手

段
と

な

っ
た
。

学
校

か

ら
社
会

(
工
場

や
農
村

)

に
出

る
、
社

会

(労
働

者

や
農
民

)

が
学

校

に
来

る
と

い
う

二
方
向

で
行

な
わ

れ
、
教

師
も

学
生

も
共

に
労

働
者

及

び
農

民

に
学

ん
で
、

思
想

改
造

す

る

こ
と

が
望

ま

れ

た
。

「
農

村
定

住
」

運
動

〔上

山

下
多

〕

は

、
都

市

部

の

「
知
識

青
年
」

(
中
等
教

育

を
受

け
た

青
年

)

の
再
教

育

の
方
法

。
文

革
以

前
か

ら
行

な
わ

れ

て
は

い
た
が

、

一
九
六

八
年

一
二
月

二

二
日

「人

民

日

報
」

に
発
表

さ

れ
た
毛

沢

東

の
指

示

「
知

識
青

年

が
農
村

へ
行

き
、

貧
農

下

層
中

農

の
再
教

育

を

受

け

る

こ

と

は
大

変

必

要

な

こ
と

で
あ

る
」

に

よ

っ
て
、
熱

狂

的
な

運
動

と

な

っ
た

。

実
質

的

に
は
、

文
革

発

動

以
来

、

正
規

学
校

教
育

シ

ス
テ

ム
が
停

止
状

態

に
陥

っ
た

こ
と

に
よ

っ
て
都
市

に

溜
ま

っ
て

い
く

一
方

で
あ

っ
た
初
級

高
級

中
学

卒
業

生
対

策

で
あ

っ
た

側

面

が
あ

る
。
「
五
七
幹

部
学

校
」

〔
五
七

干
校

〕

は

、
行

政
機

関
幹

部

や
教

員

な
ど

が
送

ら
れ
た

再
教

育
施

設
。

概

ね
辺
鄙

で
貧
し

い
地

域

に
設
け

ら

れ
、
政
治

学
習

と
肉
体

労
働

を
課

し
た

。
〔五
七

指

示
〕

に
応

え

て
設
置

さ

れ

た
た

め
、

こ
う

名
づ

け

ら
れ
た

。

「
昔

の
苦

し

み
を
想

い
、
今

の
幸

せ
を
知

る
」

〔杷
苦

思

甜

〕

は
、
文

革

中
盛

ん
に
行
な

わ
れ

た
思
想

教
育

の

一
方

法

で
、
"解

放

"
前

を
模

し
た

粗

末

な
食
事

を

し
た
り
、
体
験

談
を

聞

い
た
り

し

て
、
"解

放

"
の
有

り
難

味

を
知

り
、

革
命
を

擁
護

す

る
心
を

培

お
う
と

す

る
も

の
。

本
文
中

の

「
専
」

〔
寺

〕
と

「
紅
」

〔紅

〕

の
対

立
、

或

い
は

「
専
」

に

対

す

る

「
紅

」

の

"
価

値
偏

重

"

も
、

「
分

業
」

の
否

定

の
他

、

政
治

教

育

・
階

級
闘
争

の
重

視

の
点

か

ら
理
解

で
き

る
。

〔
寺

〕
は
あ

る
特

定

の
分

野

に
対
す

る
専

念
、

専
業

化

と
そ

こ
か

ら
来

る
政

治
と

の
距

離
を

指
す

。

〔紅

〕
で
な

い
と

い
う

こ
と
か

ら
、
〔
白
寺

〕
と

も
言

わ
れ

た
。
〔
黒

〕
ほ
ど

決
定
的
で
は
な
い
が
、
否
定
的
価
値
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
封
建

王
朝
の
文
人
に
は
ま
だ
可
能
で
あ
っ
た
学
問
や
文
学
へ
の
逃
避
の
道
も
文

革
期
に
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

主

な
参

考
文

献

(中
文
)

中
共
中
央
文
献
研
究
室

「関
干
建
国
以
来
党
的
若
干
歴
史
問
題
的
決
議

(注

釈
本
)」
人
民
出
版
社
、

一
九
八
六
年

金
春
明
等

「
"
文
革
"
時
期
怪
事
怪
語
」
求
実
出
版
社
、

一
九

八
九
年

厳
家
其

・高
皐

「
「文
化
大
革
命
」
十
年
史
」
(
最
新
増
訂
版
)
潮
流
出
版
社
、

一
九
八
九
年

巣
峰
主
編

「「
文
化
大
革
命
」
詞
典
」
港
龍
出
版
社
、

一
九
九

三
年

毛
信
徳

「当
代
中
国
詞
庫
」
航
空

工
業
出
版
社
、

一
九
九
三
年

「中
華
人
民
共
和
国
大
典
」
中
国
経
済
出
版
社
、

一
九
九
四
年

(
日
文
)

加
々
美
光
行

「資
料

中
国
文
化
大
革
命
ー

出
身
血
統
主
義
を
め
ぐ
る
論

争
I
l
」

り
く
え

つ
、

一
九
八
〇
年

加
々
美
光
行
編

「現
代
中
国
の
挫
折

文
化
大
革
命
の
省
察
」
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
、

一
九
八
五
年

加
々
美
光
行
編

「現
代
中
国
の
ゆ
く
え

文
化
大
革
命

の
省
察
H
」

ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
、

一
九
八
六
年

楊
克
林
編
著

「中
国
文
化
大
革
命
博
物
館
」
柏
書
房
、

一
九
九
六
年

加
々
美
光
行
監
修

「
中
国
文
化
大
革
命
事
典
」
中
国
書
店
、

一
九
九
七
年
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